
保険料率は健康保険・介護保険ともに据え置き

収  入

●調整保険料収入
●繰越金

907万3千円
1500万円

など

2484万7千円

予算の基礎数値

被保険者数

平均標準報酬月額

保険料率

　事業主

　被保険者

その他経常収入

●国庫負担金収入
●雑収入

支　出
科　目

介　護　納　付　金
介護保険料還付金
積　　立　　金
予　　備　　費
合　計

予算額
7809万円

1千円
1千円

482万円
8291万2千円

臨時的なものを除いた健保組合本来の
収入

臨時的なものを除いた健保組合本来の
支出

410万8千円
12万6千円

376万3千円
など

保険料収入
6億947万4千円
（642,228円）

6億1358万2千円

●財政調整事業拠出金
●予備費

907万3千円
1385万5千円

など

2293万円

その他経常支出

　●事務費
　●連合会費

保健事業費

納付金

　●前期高齢者納付金
　●後期高齢者支援金

保険給付費

※（　）は１人あたり額

6億1549万9千円

支  出

3274万8千円
2715万5千円

29万2千円
など

2586万4千円
（27,254円）

［保険料収入の約4％に相当］

2億5754万円
（271,380円）

［保険料収入の約42％に相当］

9106万7千円
1億6647万1千円

など

2億9924万7千円
（315,329円）

［保険料収入の約49％に相当］

介護保険収入
繰　　越　　金
繰　　入　　金
雑　　収　　入
合　計

8291万円
0円
0円

2千円
8291万2千円

収　入
科　目 予算額

予算が決まりました予算が決まりました

経常外収入

経常収入

経常外支出

経常支出

令和7年度

予算の基礎数値

中山製鋼所健康保険組合        　　　　　2025年春号　No.386

949人

454,934円

9.00%

5.10%

3.90%

介護保険第2号被保険者数

平均標準報酬月額

保険料率

　事業主

　被保険者

介護保険第2号被保険者
たる被保険者数

748人

520人

508,135円

1.88%

0.94%

0.94%

健康保険

介護保険



科目 種　目 実施時期 事業の概要

特
定
健
診
・
特
定
保
健

指

導

事

業

特定健康診査 4月～3月

40～74歳のすべての方を対象とした健診。被保険者は事業主
が毎年実施する定期健診のこと。被扶養者ならびに任意継続被
保険者は健保より自宅へ案内が送付され、近所の医院等で年
度末までに受診

特定保健指導 4月～3月
上記の結果から、生活習慣病を発症するリスクが高いと判定さ
れた人に生活習慣改善のための指導（動機づけ支援・積極的支
援）を実施

保
健
指
導
宣
伝
事
業

機関誌『げんき』の発行 2回/年 予算決算等周知のため機関誌『げんき』を4月、8月頃にHPにて掲載

健康者表彰 12月 令和6年4月～令和7年3月の１年間無傷病の被保険者を表彰

幼児健康指導誌の配布 随時 出産された被保険者および被扶養者である配偶者に育児書を2
年間配布

健康カレンダーの配布 12月 被保険者の希望者に配布

医療費の通知 4回/年 3カ月毎に医療費の使用実績を被保険者に通知

ジェネリック医薬品促進 随時 使用促進のため冊子やシールを配布

疾
病
予
防
事
業

歯
科
健
診

事業所内歯科健診 12月 被保険者の希望者に口腔疾患検査および口腔衛生指導を実施

ファミリー歯科健診 前期６～９月
後期12～３月

他組合との共同事業で、被扶養者の希望者に口腔疾患検査お
よび口腔衛生指導を実施

家庭常備薬の斡旋および補助 夏・冬 希望する被保険者に年間2回家庭救急常備薬を斡旋販売
（健保補助　2千円/人/回）

人間ドック・健診等の補助 随時

希望する被保険者・被扶養者である配偶者に対して補助（年1回
健保補助3万円<上限>）

希望する被保険者・被扶養者である配偶者の人間ドックオプ
ション検査、または市町村にて実施している健診を受診した場
合に補助（指定検査項目のみ、補助の上限あり）

節目健診（人間ドック） 随時 令和７年度満40歳・50歳・60歳を迎える被保険者に対して全
額補助（補助の上限あり）

インフルエンザ予防接種の補助 10月〜2月 インフルエンザの予防接種を受けた被保険者・被扶養者に対し
て補助金を支給（健保補助3千円/人）

各種ワクチン接種の補助 随時
各種ワクチン接種を自費で受けた、あるいは自治体の補助を受
けたものの自己負担が発生した被保険者・被扶養者に対して補
助金を支給（健保補助5千円/人）

巡回健診 随時 被扶養者である配偶者・40歳以上の被扶養者を対象に補助

そ
の
他

宿泊施設利用補助 随時
被保険者・被扶養者が当組合の認めた保養のための宿泊施設
を利用したとき、宿泊費を補助
（被保険者・被扶養者5千円/人/回、小学生以下2千円/人/回）

　本年度の保健事業は、例年と同様に特定保健指導や歯科健診など、
みなさまの健康づくりをサポートするいろいろな事業を実施します。
ご自身の健康維持・増進のためにせいぜいご利用ください！！

保健事業カレンダー保健事業カレンダー令和7年度


